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農業の将来を地域で考える

「人・農地プラン」で農地を守ろう
　農地が抱えている問題を解決するために、地域の中心となる担い手や新規
就農者の確保、農地の出し手等を地域の皆さん自身で話し合っていただき、
「人・農地プラン」を作成しましょう。
　このプランに位置づけられると次のような支援を受けることができます。
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。

　■問い合わせ・申し込み　農林課農業振興係　☎�０２２３
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付
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５

０
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２
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だ
さ
い
。

■11月、12月は「耕作放棄地解消強化月間」です
　近年、農業の担い手の減少や高齢化によって、耕作放棄地が増えて農地が十分に活用されていない状況となっ
ています。そこで、11月、12月の「耕作放棄地解消強化月間」に、“地域ぐるみで”農地を守る日”を設けて、
耕作放棄地を発生させない取り組みを実践しましょう。
◆農地を考える日　地域で農作業の作付け状況、不作付け地、農道・水路の状況について話し合いましょう。
◆一斉耕うんの日　土づくり・雑草防除・景観保全のために地域ぐるみで一斉に「耕うん」をしましょう。
◆一斉草刈りの日　耕作放棄地やイノシシの隠れ場となる山際の「草刈り」にみんなで取り組みましょう。
■問い合わせ　農林課農業振興係　☎�０２２３

■新規就農団地造成事業のお知らせ
　市は、主に新規就農者に地域へ定住・就農していただき、もって地域（農業）振興を図るため、耕作放棄地等
を有効活用した農地造成を実施していきます。
　候補地域の選定については、「地域単位での公募形式」とし、手を挙げていただいた地域から協議を進めます。
新規就農者受け入れ態勢が整っている、または整いつつある地域であること（組織づくりと「人・農地プラン」作成）
が必要です。また、造成する耕作放棄地等については、２㌶以上の団地となること等の要件があります。
　現在の「人・農地プラン」　作成済み…宇治町、川上町高山折谷集落、備中町平川地区
　　　　　　　　　　　　　作 成 中…備中町西山地区、備中町湯野地区、有漢町、松原町
■問い合わせ　農林課農業振興係　☎�０２２３

■「高梁歴史いろは塾」を開催します

■問い合わせ・申し込み　まちづくり課歴史まちづくり係　☎�０２５７、社会教育課文化係　☎�１５１６

第４回目のテーマ　「城下町散策絵図で町を歩こう！」
　城下町の神社・寺院や近代化遺産、歴史的な建築物の魅力や由来などの詳しい解説
が受けられる貴重な機会です。（歩きやすい服装でご参加ください）
◆日 時　１２月７日㈯　午前９時３０分～正午
◆集合場所　市役所前（松原通２０４３）　※駐車場有
◆申込期限　１１月２９日㈮まで
◆講 師　市文化財保護審議会　委員　松前俊洋さん

　市の歴史や伝統を分かりやすく学ぶため、講師を招き講話を聴くほか、実演や町歩きなどを行う「高梁歴史い
ろは塾」を毎月１回開催していますので、ぜひご参加ください。

参加費無料・定員３０人

募集
職種

採用
人数 受験資格 １次試験の

内容 １次試験日と会場 受験申込の受付期間と手続き

土木技術
職

２人 ・昭和 53 年４月２日以降に
生まれた人で、学校教育法
に基づく４年制大学、短期
大学、高等専門学校、専修
学校（修学年限２年以上の
専門課程に限る）の土木専
門課程を卒業した人、また
は平成 26 年３月31日まで
に卒業見込みの人

教養試験
専門試験
作文
適正検査

< 試験日>
12 月15日㈰
< 試験会場 >
岡山県備中県民局
高梁地域事務所
北棟会議室（２階）

（落合町近似 286-1)

< 受付期間 >
11月28 日㈭までの午前 8 時 30 分から午
後 5 時15 分（土・日曜日を除く）
< 郵送による申込み >
11月26 日㈫の消印までを有効とし、それ
以降のものは受理しません。受験票送付の
ため、あて名を明記し 80 円切手を貼った返
信用封筒を同封してください。
< 受付場所 >
〒716-8501　高梁市松原通 2043
高梁市役所　総務課職員係
< 申込用紙の配布場所 >
市役所総務課、各地域局、各地域市民セン
ター　※市ホームページからダウンロードできます。

看護師 ２人 ・昭和 48 年２月２日以降に
生まれた人で、看護師免許
を有する人

教養試験
作文
適正検査

募集
職種

採用
人数 受験資格 試験日と会場 受験申込の受付期間と手続き

一般廃棄
物処理施
設維持管
理補助業
務従事職
員

１人 ・平成 26 年 4 月1日現在において
60 歳以下で、組合が所有するごみ
焼却処理施設、粗大ごみ処理施設、
リサイクルプラザ、一般廃棄物最
終処分場およびし尿処理施設の５
施設に係る技術管理者の資格を有
し、２年以上廃棄物の処理に関する
技術上の実務に従事した経験を有
する人

< 試験日>
平成 26 年１月28日㈫
・受付   午前 8 時 30 分～ 40 分
・試験   午前 8 時 45 分～
< 試験会場 >
高梁地域事務組合
クリーンセンター会議室

（段町 748)

< 受付期間 >
12 月 20 日㈮までの午前 8 時 30
分から午後 5 時15 分
※土・日曜日を除く
< 受付・申込用紙の配布場所 >
〒716-0047　高梁市段町 748
高梁地域事務組合  事務局

　高梁地域事務組合は、平成 26 年４月１日採用予定の一般廃棄物処理施設の
維持管理業務補助従事職員（非常勤嘱託職員）を次のとおり募集します。
◆業務内容…一般廃棄物処理施設の維持管理に関する技術的な補助業務

　■問い合わせ　高梁地域事務組合　☎�４６５１

■高梁地域事務組合の非常勤嘱託職員を募集します

　市は、次のとおり市職員を募集します。
◆追加募集…土木技術職（平成 26 年４月１日採用予定）
◆随時募集…看護師（平成 26 年２月１日採用予定）

■市職員を募集（追加・随時）します

　■問い合わせ　総務課職員係　☎�０２０５


